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安倍政権の暴走にＮｏ！！　チェンジの審判を！！
７月１０日投票の参議院選挙は、暴走を重ねる｢安倍政治｣の全体が問われる選挙です。なかでも「戦争法」廃止の是非は、第一の争点です。憲法９条を踏みにじり、自衛隊の海外での武力行使を可能にする「戦争法案」に対し昨年、国民・市民は空前の規模で国会を包囲し、全国で「『戦争する国』絶対反対」「だれの子どもも殺させない」などと声を上げました。「市民が変える」「選挙を変える」「政治を変える｣。参議院選に向けて国民・市民の声は更に高まっています。ある自民党議員は「国民は正月の餅を食ったら忘れる」と開き直りましたが、強行後も国民の怒りは継続し、「戦争法」廃止署名は１２００万人を超えました。　　　　ｐ安倍首相は「『アベノミクス』を前進させるか後退させるかを決める選挙だ」といい、選挙に勝って「『アベノミクス』のエンジンをふかす」「完全遂行を」などと主張しています。「アベノミクス」から転換することができるかどうかが第二の焦点です。新しい経済政策「アベノミクス」の「第２ステージ」は「ニッポン１億総活躍プラン」で「新３本の矢」です。「新３本の矢」は、① 希望を生み出す「強い経済」―国内総生産（ＧＤＰ）６００兆円の実現、② 夢をつむぐ「子育て支援」―出生率「１.８」の回復、③ 安心につながる「社会保障」―「介護離職ゼロ」です。（「第１ステージ」の「３本の矢」は、① 大胆な「金融政策」② 機動的な「財政出動」③ 規制緩和などの「成長戦略」でした。）安倍首相は３年前の参議院選、一昨年の総選挙でも｢アベノミクス｣が争点だといいましたが、選挙後「数の力」でやったのは、秘密保護法制定、集団的自衛権行使容認の閣議決定、そして「戦争法」強行でした。今回は改憲（憲法の改悪）を狙っています。こんな姑息な手口を国民は３度も騙されません・許しません。暮らしと日本経済を破壊し、いまや破綻が明白な「アベノミクス」を更に加速させると主張すること自体、国民生活を省みない暴走です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｐその他にも、国会決議に反し、ほとんどの農産品の関税を撤廃し農業に打撃を与える環太平洋連携協定（ＴＰＰ）合意の推進、原発再稼働と輸出、沖縄での米軍新基地のごり押しも参議院選挙の争点です。民意に背く安倍政権の強権政治にノーを突き付け、政治を転換する機会にすることが必要です。
「ルールある経済社会」と「自主・自立の平和外交」
世界の動きがわかる「しんぶん赤旗」をお読みください。
日刊紙　月３,４９７円　　日曜版　月８２３円
桑名市議員団 星野公平のＨＰは　 http://hoshino.jcpweb.net/
ご意見をお寄せください　ＦＡＸは　２２－３０２８　（星野自宅）
安倍政権が、来年４月からの消費税増税を２年半先送りしたことを理由に、社会保障について増税した場合と同じことが行えなくなったと言い出しています。実行できなくなる中には、年金受給資格期間の短縮や低所得高齢者への給付金などが含まれています。消費税の増税を押し付ける時だけ社会保障の充実との｢一体改革｣だと宣伝して､政策が破綻したら､問答無用に我慢を押し付けるのは身勝手すぎます｡社会保障に必要な財源なら、何としても確保するのが政府の責任です。消費税増税と社会保障財源との連動そのものを断ち切るべきです。安倍政権は消費税の増税を推進する一方、大企業向けの法人税は連続して引き下げ、軍事費も５年連続増額してきました。税金の集め方や使い方を見直せば、消費税を増税しなくても社会保障充実の財源が確保できるのは明らかです。そうした努力もしないで消費税の増税を再延期したから社会保障も我慢してもらうと言い出すのは､まさに“悪魔の選択”の押し付けです｡
「２０１６年　平和大行進」６月１２日(日）、｢原水爆禁止世界大会桑名員弁実行委員会｣の主催で、約５０名が参加して集会と行進(桑名市役所―朝日町役場―近鉄川越富洲原駅)が行われ、広島に向かいました。(写真左下)
「桑名市民大集会＆パレード」６月４日(土）、｢戦争法の廃止を
求める桑名市民の会｣の主催で約１５０名が参加して、行われました。(写真右下)
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２０１６年　　６月議会　　始まる

６月１４日（火）　本会議開会、　６月２０日（月）午前１０時より一般質問
６月２４日（金）から常任委員会、　最終日は　７月　４日（月）午後　１時
提出された議案は２１、報告（省略）は１２件
専決処分の報告及び承認を求めるについて６議案（平成２７年度一般会計補正（第９号）、平成２８年度一般会計補正（第１号）、条例の一部改正４議案）（＊１）、補正予算で平成２８年度一般会計（第２号）・国保特会（第１号）・水道会計（第１号）の３議案（＊２）、条例の一部改正８議案（省略）、土地の処分（多度町北猪飼の野球場跡、名港スポーツセンターへ４１百万円）・市道の認定（東金井地区）各１議案、医療センターの中期目標と中期計画の一部を変更する（開院予定時期を平成３０年度とする）２議案の総計２１議案です。
（＊１）平成２７年度一般会計補正（第９号）交付税等の確定増等で減債基金へ２８９百万円の積立増、平成２８年度一般会計補正（第１号）三重海区漁業調整委員選挙１百万円（実施しない事が確定）、条例の一部改正４議案（固定資産評価審査委員会条例、市税条例、都市計画条例、国民健康保険税条例（５割・２割軽減の対象拡大））
（＊２）平成２８年度一般会計（第２号）総額１６８百万円で、主なものは、農地基盤整備５８百万円、社会福祉施設整備費補助５３百万円、放課後児童対策１３百万円、教育費９百万円、コミュニティ支援７百万円等々です。国保特会（第１号）職員産休育休による人件費２百万円、水道会計（第１号）赤尾地区の土地の売却６８百万円。
２０１６年６月議会一般質問（予定）
１、地方創生に関して　（国の施策を憂う）
（１）　国からの言いなりで良いのか。国は、昨年度、自治体に対して、「人口ビジョン」「地方版総合戦略」策定を求めてきた。
1 昨年度の実施状況（先行型、消費喚起型）は
厳格なＫＰＩが求められます。４つの柱（①地方での雇用の創出、②地方への人の流れをつくる、③若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる、④まちづくり・地域連携・小さな拠点の形成）での評価は。
2 今年度（加速化と地方創生推進交付金）は
国際観光まちづくりKUWANA、桑名竹取りプロジェクトの業務委託は。
今年度の地方創生推進交付金は、（必要条件の「地域再生計画」は）どんな方針なのか
3 これで地方創生ができるのか
必要なのは地域内でのお金の循環、中小企業振興条例の策定は。
２、市民の意見をどう取り上げていくのか　（伊藤独裁市政を憂う）
市長は「中央集権型から全員参加型の市政に」というが。
（1） 駅周辺の都市計画について
1 駅周辺の土地利用と立地適正化について
2 税金で建てる駅舎は何故公開されないのか
3 「駅周辺土地利用構想懇話会」は何故公開されないのか
（2） 子ども子育てについて
1 幼保一元化はどうなっているのか
2 「子ども・子育て会議」は何をやっているのか（昨年度）
3 今年度第１回の報告を
4 委員との間に信頼関係がなくてやっていけるのか

（3） 学校の統廃合について

1 「学校教育あり方検討会」について（「小中一貫校」前提で良いのか）
2 地域の声、教職員の声をどう取り上げていくのか
3 ＦＭ（公共施設の計画管理）優先ではないか

（4） 上下水道の料金値上げについて
1 「上下水道事業経営審議会」について
2 自己都合で値上げをしようとする訳だが、住民への説明は何時やるのか
3 所得が増えない中で、値上げ分は払えないのではないか
｢市議会報告会｣長島会場(25日)での意見から
１、当局に代わって答えてもらって申し訳ない。当局はスピード感を持って仕事を。市民の意見は苦情ではない、市政に対する意見です。
２、行政当局に対して、喧々諤々と議論をしかける市議会・議員であって欲しい。

３、市会議員から当局に連絡しておきますと返事が返ってきますが、桑名を少しでも良くしたい意気込みが有るなら、当局を導き桑名を発展させるのは議員と市民であるという強い意志で、自信を持って当局・桑名を良くするように頑張って欲しい。

４、長島総合支所、伊曽島地区市民センターのこれ以上の業務縮小は止めて。

５、長島総合支所・伊曽島地区市民センターは必要な施設、廃止反対。（防災、市民サービス低下）行政は市民の声を聞け。
６、廃止になった幼稚園の跡地の活用を1年前から提案・要望しているがどうなっているのか。
７、議会傍聴時の名前記載は廃止を。（県議会では署名なし。）
【感想】旧多度町もそうだと思いますが、旧長島町の住民には大変な思いをさせています。意見を汲み上げていく場（旧地域審議会）の保障が大切であるとともに、議員も動かなければならないと感じました。
日本共産党桑名市議団　星野公平ニュース
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Ｎｏ．２６０　　　　２０１６年　　６　月　１６　日


発行　　　　日本共産党桑名市議員団 　☎２４－１３１０


発行場所　桑名市中央町２－３７　桑名市役所議員控室


自宅　　　　桑名市立花町１－１４－７ 　☎２２－２９７５













































































